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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信機能と、録画又は再生予約機能とを備えるテレビチューナー付き携帯通信端末
であって、
　前記録画又は再生予約機能による録画又は再生動作に優先して、前記無線通信機能を用
いて、代替的に録画又は再生動作が可能な録画装置又は再生装置が存在するか否かを探索
し、前記代替的に録画又は再生動作が可能な録画装置又は再生装置に対して録画指令又は
再生指令を送信すること、
　を特徴とするテレビチューナー付き携帯通信端末。
【請求項２】
　前記録画装置又は再生装置の探索を行うタイミングを、録画又は再生開始時期を基準と
して任意に設定可能としたこと、
　を特徴とする請求項１に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末。
【請求項３】
　更に、電子メール受信機能を備え、
　録画又は再生するチャンネルと時間帯とを指定する予約情報が含まれた電子メールから
前記予約情報を抽出して、録画又は再生の予約を受け付ける手段を備えたこと、
　を特徴とする請求項１又は２に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末。
【請求項４】
　更に、ネットワーク接続機能を備え、
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　ネットワーク上の情報配信サーバから録画又は再生するチャンネルと時間帯とを指定す
る予約情報を受信して、録画又は再生の予約を受け付ける手段を備えたこと、
　を特徴とする請求項１ないし３いずれか一に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末
。
【請求項５】
　更に、スケジュール管理機能を備え、
　再生予約された内容とユーザの個人スケジュール情報とを照合してユーザが視聴不能か
否かを判定し、当該予約時間にユーザが視聴不能であると判断した場合には、所定の録画
装置に対して録画指令を送信すること、
　を特徴とする請求項１ないし４いずれか一に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末
。
【請求項６】
　前記録画又は再生予約機能は、時間的に重複する予約を複数登録可能であり、
　前記時間的に重複する予約毎に、前記代替的に録画又は再生動作が可能な複数の録画装
置又は再生装置から任意の録画装置又は再生装置を選択して前記録画指令又は再生指令を
送信し、時間的に重複する予約内容を遂行可能としたこと、
　を特徴とする請求項１ないし５いずれか一に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末
。
【請求項７】
　録画装置又は再生装置との無線通信機能と、録画又は再生予約機能とを備えるテレビチ
ューナー付き携帯通信端末に実行させるプログラムであって、
　前記録画又は再生予約機能による録画又は再生開始動作の所定時間前に、前記無線通信
機能を用いて、代替的に録画又は再生動作が可能な録画装置又は再生装置が存在するか否
かを探索する処理と、
　前記代替的に録画又は再生動作が可能な録画装置又は再生装置が存在する場合、前記録
画又は再生予約機能による録画又は再生開始動作に優先して、前記代替的に録画又は再生
動作が可能な録画装置又は再生装置に対して録画指令又は再生指令を送信する処理と、の
前記各処理を前記携帯通信端末に実行させるプログラム。
【請求項８】
　前記録画装置又は再生装置の探索を行うタイミングを、録画又は再生開始時期を基準と
して任意に設定可能としたこと、
　を特徴とする請求項７に記載のプログラム。
【請求項９】
　更に電子メール受信機能を備えた携帯通信端末に実行させる請求項７又は８に記載のプ
ログラムであって、
　録画又は再生するチャンネルと時間帯とを指定する予約情報が含まれた電子メールから
前記予約情報を抽出して、録画又は再生の予約を受け付ける処理を、前記携帯通信端末に
実行させるプログラム。
【請求項１０】
　更にネットワーク接続機能を備えた携帯通信端末に実行させる請求項７ないし９いずれ
か一に記載のプログラムであって、
　ネットワーク上の情報配信サーバから録画又は再生するチャンネルと時間帯とを指定す
る予約情報を受信して、録画又は再生の予約を受け付ける処理を、前記携帯通信端末に実
行させるプログラム。
【請求項１１】
　更にスケジュール管理機能を備えた携帯通信端末に実行させる請求項７ないし１０いず
れか一に記載のプログラムであって、
　前記再生予約された内容とユーザの個人スケジュール情報とを照合してユーザが視聴不
能か否かを判定し、当該予約時間にユーザが視聴不能であると判断した場合には、所定の
録画装置に対して録画指令を送信することを特徴とするプログラム。
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【請求項１２】
　請求項７ないし１１いずれか一に記載のプログラムであって、
　前記録画又は再生予約機能は、時間的に重複する予約を複数登録可能であり、
　前記時間的に重複する予約毎に、前記代替的に録画又は再生動作が可能な複数の録画装
置又は再生装置から任意の録画装置又は再生装置を選択して、録画指令又は再生指令を送
信し、時間的に重複する予約内容を遂行可能とする機能を実現するためのプログラム。
【請求項１３】
　請求項１ないし６いずれか一に記載のテレビチューナー付き携帯通信端末と、
　前記携帯通信端末に対してユーザが予め設定した条件に適合する番組情報又は前記録画
予約情報を送信する情報配信サーバと、を含んだ番組録画／閲覧サービスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯通信端末、プログラム及び番組録画サービスシステムに関し、特に、い
わゆるビデオプレーヤー／レコーダー等の商用電源利用の録画／再生装置との連繋動作が
可能な携帯通信端末、そのプログラム及び番組録画サービスシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話やＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）に代表
される携帯通信端末において、テレビ（ＴＶ）チューナーを内蔵したタイプが製品化され
ている。特開２００４－１８００８８号公報には、近年の普及が目覚しいＥＰＧ（電子番
組表）を利用し、電子メールなどによりユーザが望んだ番組を確実に視聴又は録画できる
ようにした携帯型視聴装置が提案されている。
【０００３】
　また、特開２００５－５７４７５号公報には、携帯通信端末の電波状態が悪くなったと
き、バッテリ残量が少ないときや通話中のときに、番組録画サービスセンタに予約データ
を送信し、録画を依頼することのできる携帯電話代行する案が提案されている。特開２０
０２－２５２７８９号公報には、ＥＰＧデータを利用し、視聴または録画装置の予約端末
として機能する携帯型端末が提案されている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１８００８８号公報
【特許文献２】特開２００５－５７４７５号公報
【特許文献３】特開２００２－２５２７８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１、２のように、携帯通信端末本体で録画し、あるいは、番組録画サービスセ
ンタに録画させる技術が提案されているが、一般のテレビやビデオ等の商用電源利用の録
画／再生装置が利用可能な場合であっても、携帯通信端末本体で録画し、あるいは、番組
録画サービスセンタに録画依頼をしてしまうという問題点がある。例えば、家庭に設置し
てあるテレビやビデオを利用可能な場合は、これらの機器を利用した方が見易く便利であ
り、またバッテリや受信環境等の面からも確実である。また、その方が携帯通信端末のバ
ッテリやメモリ等の節約にもなると考えられる。
【０００６】
　また、特許文献３の技術は、同公報にいうところの視聴または録画装置を利用すること
を前提とした技術であり、視聴または録画装置に対する指令を送信することのできない状
況下では、全く再生又は録画をできないという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、上記した事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、録
画又は再生動作の実行に際し、ユーザ（携帯通信端末）が置かれた状況に応じて、より好
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適な機器を選択して録画／再生動作を実行可能なテレビチューナー付き携帯通信端末、プ
ログラム及び番組録画サービスシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の視点によれば、無線通信機能と、録画又は再生予約機能とを備えるテレ
ビチューナー付き携帯通信端末であって、前記録画又は再生予約機能による録画又は再生
動作に優先して、前記無線通信機能を用いて、代替的に録画又は再生動作が可能な録画装
置又は再生装置が存在するか否かを探索し、前記代替的に録画又は再生動作が可能な録画
装置又は再生装置に対して録画指令又は再生指令を送信すること、を特徴とするテレビチ
ューナー付き携帯通信端末、携帯通信端末を構成するためのプログラム及び携帯通信端末
を含んだ番組録画サービスシステムが提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、携帯通信端末が受け付けた録画又は再生を実行するに際して、少なく
とも携帯通信端末より充実した録画／再生機能を有する装置を自動選択し録画又は再生を
依頼することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　続いて、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して詳細に説明する。
図１は、本発明の一実施形態に係る番組／閲覧サービスシステムの概略構成を示した図で
ある。図１を参照すると、携帯通信端末１０と、録画／再生装置２０と、情報配信サーバ
３０と、放送管理（ＥＰＧデータ管理）サーバ４０と、が示されている。
【００１１】
　携帯通信端末１０は、映像コンテンツ等を再生するための再生部１１、映像コンテンツ
や電子番組表（以下、ＥＰＧ）データを受信するための放送受信部（テレビチューナー）
１２、録画／再生装置２０と通信するための無線通信部１３、録画／再生に関する機能の
制御をするための放送録画／再生制御部１４、予約情報を管理するための録画／再生スケ
ジュール管理データベース１５、スケジュール帳（ＷｈａｔＴｏＤｏ）機能等の提供に使
用するユーザの個人スケジュールが格納されるユーザデータスケジュール管理データベー
ス１６、ネットワーク１００を介した電子メールの送受信を行うメール送受信部１７を含
んで構成される。
【００１２】
　また、携帯通信端末１０の放送録画／再生制御部１４は、無線通信部１３、ネットワー
ク１００を介して、録画／再生装置２０の無線通信部２３に録画／再生スケジュール管理
データベース１５に格納されたデータに基づいて動作指令（録画／再生）を送信すること
が可能となっている。
【００１３】
　なお、放送録画／再生制御部１４は、ユーザデータスケジュール管理データベース１６
に格納されたユーザの個人スケジュールと、録画／再生スケジュール管理データベース１
５の録画スケジュールとを連携させる機能も有する。この機能により、例えば、ユーザが
携帯通信端末１０による視聴ができない状況下にあると推測される時間帯の再生予約につ
いては、他の録画／再生装置２０での再生や録画処理が行われる。
【００１４】
　録画／再生装置２０は、商用電源で動作するテレビジョン装置やビデオ再生録画装置等
であり、携帯通信端末１０と通信するための無線通信部２３、映像コンテンツやＥＰＧデ
ータを受信するための放送受信部２２、映像コンテンツ等を再生するための再生部２１、
録画／再生に関する機能の制御をするための放送録画／再生制御部２４、予約情報を管理
するための録画／再生スケジュール管理データベース２５を含んで構成される。
【００１５】
　無線通信部２３で録画／再生指令が受信されると、放送録画／再生制御部２４は、録画
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／再生スケジュール管理データベース２５に予約情報として登録する。また、放送録画／
再生制御部２４は、録画／再生スケジュール管理データベース２５に格納された予約情報
に従って、放送受信部２２及び再生部２１を制御する。
【００１６】
　情報配信サーバ３０は、電子メールに埋め込みあるいはファイルを添付する形式で番組
情報を配信するサーバである。情報配信サーバ３０から送信された電子メールは、図示し
ないメールサーバを介して、携帯通信端末１０のメール送受信部１７で受信される。その
後、携帯通信端末１０の放送録画／再生制御部１４が、電子メールから番組情報を抽出し
又は解析した内容と、ＥＰＧデータと照合し、録画／再生スケジュール管理データベース
１５に登録することによって、録画予約が完了する。
【００１７】
　例えば、ユーザが予め登録しておいたキーワード（出演者、楽曲名等）、ジャンル、番
組名、時間帯、局系列等に適合する番組情報のみを送信するよう情報配信サーバ３０の動
作を設定できるものとすれば、ユーザは関心をもつキーワードに関する番組を効率的に収
集（録画）することが可能となる。また例えば、外出先等からインターネット経由で情報
配信サーバ３０にアクセスし、番組情報の配信を依頼できるようにしてもよい。このよう
に、情報配信サーバ３０から送信される電子メールに含まれる番組情報は、予約情報とし
ても機能する。
【００１８】
　放送管理（ＥＰＧデータ管理）サーバ４０は、携帯通信端末１０向け放送を含む映像コ
ンテンツの放送（アナログ放送／デジタル放送を問わない）を行う放送局に設置されるサ
ーバである。より具体的には、放送管理（ＥＰＧデータ管理）サーバ４０は、携帯通信端
末１０及び録画／再生装置２０で受信可能な映像データ及びＥＰＧデータの送信を行う。
【００１９】
　続いて、本実施形態の動作について図面を参照して詳細に説明する。図２は、情報配信
サーバ３０からの番組情報の配信から携帯通信端末１０で予約が行われるまでのフローを
表した図である。
【００２０】
　図２を参照すると、まず、情報配信サーバ３０から番組情報等が配信される。配信方法
は、特に限定しないが、メーリングリスト等の同報手段を使用することにより、一度に多
くのユーザに情報を配信することが可能となる。
【００２１】
　続いて、携帯通信端末１０は、情報配信サーバ３０から配信された情報を受信・解析す
る（ステップＳ００１）。電子メールからの番組情報の抽出は、例えば、所定のタグやデ
リミタを用いて番組情報が埋め込まれているのであれば、当該部分を切り出すことによっ
て行われ、番組情報がファイル形式で添付されているのであれば、当該ファイルを解析す
ることによって行われる。
【００２２】
　情報配信サーバ３０からの情報の解析が完了すると、携帯通信端末１０は、放送管理（
ＥＰＧデータ管理）サーバ４０からＥＰＧデータを取得する。このＥＰＧデータの取得処
理は、放送管理（ＥＰＧデータ管理）サーバ４０のＥＰＧデータの送信方式によって決定
され、例えば、ＥＰＧデータが連続的（定期的）に配信され、携帯通信端末１０側でこれ
を保存する方式では、上記ＥＰＧデータの取得処理を省略することができる。
【００２３】
　続いて、携帯通信端末１０は、情報配信サーバ３０からの番組情報とＥＰＧデータとを
比較・照合する（ステップＳ００２）。ここで、情報配信サーバ３０からの番組情報と一
致するＥＰＧデータがあれば、録画／再生スケジュール管理データベース１５に予約情報
として登録する（ステップＳ００３）。
【００２４】
　図３は、録画／再生スケジュール管理データベース１５に登録された予約情報に基づい
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て録画／再生を行う際のフローを表した図である。図３を参照すると、まず、携帯通信端
末１０は、図示しない内蔵タイマを参照し、録画／再生スケジュール管理データベース１
５に格納された予約情報の予約動作開始時期から所定時間遡った時点で、録画／再生スケ
ジュール管理データベース１５からスケジュール（予約情報）を取り出す（ステップＳ１
０１）。
【００２５】
　なお、このスケジュール（予約情報）の取り出しタイミングは、特に限定するものでは
ないが、例えば、指令可能な録画／再生装置２０の検出に掛かる時間を考慮して予約され
た開始時間の数分、数十秒前に固定してもよいし、ユーザがその生活スタイルや予約した
コンテンツの重要性に合わせて、自由に設定できる様にしてもよい。
【００２６】
　続いて、携帯通信端末１０は、無線通信部１３により指令可能な録画／再生装置２０を
探索する（ステップＳ１０２）。上記探索の方法は、無線通信部１３の通信方式によって
決定され、例えば、赤外線やＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）等が採用されている場合に
は、必然的に携帯通信端末１０の位置から所定の範囲に設置された録画／再生装置２０が
認識される。
【００２７】
　録画／再生装置２０からの応答があった場合、携帯通信端末１０は、ステップＳ１０１
で取り出したスケジュール（予約情報）に基づいて、ＥＰＧデータに則した録画指令又は
再生指令を生成し、録画／再生装置２０に対して送信する（ステップＳ１０３）。なお、
録画／再生装置２０からの応答が無かった場合、携帯通信端末１０は、録画指令又は再生
指令の送信は行わず、スケジュール（予約情報）に従った動作を自ら実行する。
【００２８】
　前記録画指令又は再生指令を受信した録画／再生装置２０は、録画／再生スケジュール
管理データベース２５に、前記録画指令又は再生指令に対応する予約情報を登録し、録画
／再生スケジュール管理データベース２５に登録された内容に従って録画又は再生を実行
する（ステップＳ１０４）。
【００２９】
　図４は、録画／再生スケジュール管理データベース１５から取り出したスケジュール（
予約情報）が再生予約である場合に実行されるスケジュール帳との連繋機能を説明するた
めの図である。上記ステップＳ１０１にて取り出したスケジュール（予約情報）が再生予
約である場合、携帯通信端末１０は、ユーザデータスケジュール管理データベース１６か
ら個人スケジュールデータを読み出す（ステップＳ２０１）。
【００３０】
　続いて、携帯通信端末１０は、再生スケジュール（再生予約情報）と、個人スケジュー
ルデータとを比較・照合する（ステップＳ２０２、ステップＳ２０３）。
【００３１】
　ここで、個人スケジュールに再生スケジュール（再生予約情報）と重複するスケジュー
ルが登録されておらず視聴可能な場合、携帯通信端末１０は、再生スケジュール（再生予
約情報）に従って、再生処理（録画／再生装置２０の探索を含む。）を実施する（ステッ
プＳ２０４；図３のステップＳ１０２に対応）。
【００３２】
　一方、再生スケジュール（再生予約情報）と、個人スケジュールデータとの比較・照合
の結果、個人スケジュールに、視聴不可能であるとして予め設定された類型のスケジュー
ル（仕事中、外出中、出張等）が登録されている場合、携帯通信端末１０は、予めユーザ
により指定された録画／再生装置２０に対して、ＥＰＧデータに則した録画指令を生成し
、送信する（ステップＳ２０５）。
【００３３】
　以上のとおり、本発明によれば、携帯通信端末１０に代って録画又は再生動作を実行可
能な録画／再生装置２０が存在する場合、あるいは、ユーザのスケジュールにより視聴が
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困難である場合に、確実に当該録画／再生装置２０を優先して動作させる構成が得られる
。携帯通信端末１０のバッテリの消耗や、放送波の状態に依存せず、録画／再生予約を確
実にかつ無駄なく実行させることが可能となり、携帯通信端末１０のバッテリ消耗も抑え
られることになる。
【００３４】
　また、本発明によれば、大画面での視聴が望ましいドラマや映画等のコンテンツの録画
／再生予約を携帯通信端末１０ではなく、当該放送時点で利用可能な大画面や高品位の録
画機能を有する録画／再生装置２０に実行させることが可能となっている。
【００３５】
　また、本発明によれば、携帯通信端末１０による録画／再生スケジュール管理データベ
ース１５への登録操作、携帯通信端末１０への所定形式の予約情報を含んだ電子メールの
送信、又は、ユーザが事前に登録した内容に従って所定形式の予約情報を含んだ電子メー
ルを送信するよう情報配信サーバ３０を設定することで、携帯通信端末１０及び録画／再
生装置２０の録画予約ができることになる。
【００３６】
　従って、携帯通信端末１０や録画／再生装置２０毎に予約をするのではなく、携帯通信
端末１０によって視聴したいコンテンツの予約を統合的に管理することが可能となる。例
えば、赤外線通信方式や近距離無線通信方式に対応する録画／再生装置２０の近くに携帯
通信端末１０を置き、あるいは、遠隔地にある録画／再生装置２０を携帯通信端末１０か
らの指令を受信可能な状態にしておけば、自動的に録画／再生装置２０に対する録画／再
生予約が完了し録画／再生が行われることになる。もちろん、録画／再生装置２０からの
応答が得られないケースでは、携帯通信端末１０による予約内容の遂行が行われることに
なる。
【００３７】
　また、上記した実施形態では、情報配信サーバ３０が電子メールに埋め込み又はファイ
ルを添付する形式で番組情報を送信するものとして説明したが、携帯電話通信事業者によ
って提供されるサービスを利用して番組情報を送信するものとしてもよい。
【００３８】
　また、上記した実施形態では、指令可能な録画／再生装置２０が一台あるものとして説
明したが、予約された内容が時間的に重複する場合には、複数台の録画／再生装置２０に
対して個別に録画指令又は再生指令を送信するようにしてもよい。また、録画／再生装置
２０に対する指令と並行して携帯通信端末１０に予約情報に従った録画／再生動作を行わ
せるようにし、携帯通信端末１０で視聴（録画）しながら録画（再生）を別の機器で行う
という動作態様を設けてもよい。上記時間的に重複する予約に対応する録画／再生装置２
０の指定（優先順位）や携帯通信端末１０での同時的動作の要否等は、録画又は再生予約
機能のオプション項目として設けることができる。
【００３９】
　また、上記した実施形態で説明した個人スケジュールデータによる予約の実行判定に加
えて、携帯通信端末１０が放送を受信又は視聴できない状態（電波電界受信強度が一定強
度以下である場合、バッテリ残量が所定値以下である場合や通話中等である場合）におい
ても、自動的に、携帯通信端末１０や録画／再生装置２０による録画処理を行うようにし
てもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係る番組／閲覧サービスシステムの構成を示した図である
。
【図２】本発明の一実施形態に係る番組／閲覧サービスシステムの動作を説明するための
図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る番組／閲覧サービスシステムの動作を説明するための
図である。
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【図４】本発明の一実施形態に係る番組／閲覧サービスシステムの動作を説明するための
図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　携帯通信端末
　１１、２１　再生部
　１２、２２　放送受信部（テレビチューナー）
　１３、２３　無線通信部
　１４、２４　放送録画／再生制御部
　１５、２５　録画／再生スケジュール管理データベース
　１６　ユーザデータスケジュール管理データベース
　１７　メール送受信部
　２０　録画／再生装置
　３０　情報配信サーバ
　４０　放送管理（ＥＰＧデータ管理）サーバ
　１００　ネットワーク

【図１】 【図２】
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